
産学官の連携を深め、三重大学の知的
財産活用や独創的な研究開発の推進等
を図ることにより、本学の研究・教育の進
展、地域社会の産業・文化・福祉の向上
を目指します。
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特集

地盤を人工的に改良し、その上に建築する建物を安定させることを「地盤改良」と言います。従来の地盤改良工事で

は、金属の杭を打ち込んだりセメントを流し込む方法が一般的でした。しかし、土地の再利用の際に妨げとなってしまっ

たり、化学成分が流れ出て環境へ悪影響を及ぼす可能性が指摘されています。土地の価値を下げず、環境に配慮した

地盤改良を行うにはどうすればよいのだろうか・・・？そこで、「自然石」だけを使用した地盤改良を考えました。

従来の砕石（自然石）を埋め込む方法には、掘削した壁面の崩落や、砕石を投入した際に軟弱な土砂が混入し強度

が弱まってしまう等の課題がありました。そこで2007年、三重大学の酒井教授と共同研究を開始。研究の過程で「EG

ケーシング」と砕石の締固め技術を開発することで従来の問題を解決し、「エコジオ」を確立しました。

「EGケーシング」の開発には様々な困難がありましたが、特に掘削と締め固めに使用するブレードの開発が大変で、

60～70回は設計して作っては分解する、を繰り返しました。最初の1年は何度作ってもうまくいかずに開発費用だけが

膨張し続けました。これを無駄にしないためには開発を成功する道しか残っていなかったのですが、世の中に存在しな

い装置と施工方法の開発のために次から次へと課題が表面化し、何度も「完成は不可能かも知れない」と思いました。

私達の想いと三重大学の技術がつまったエコジオ工法を小規模な地盤改良技術のスタンダードにしていきたい、ま

た、社会から求められる企業として成長していきたいと思います。

現地調査、モデル実験、数値解析などによって斜面が崩れる理由やその対策、軟弱な地盤をどのようにして改良する

かなどについて研究を行っています。

地震や豪雨などの自然災害によって発生する地盤災害に対して、適切な備えや対処方法を考えることは、安心・安全

な生活にとって大変重要です。尾鍋組と共同研究を行い開発したエコジオ工法は、軟弱な地盤を砕石で強くするだけ

でなく、砕石の水の透し易さを利用した地盤の排水性向上および、地震時の液状化現象の予防も期待できる工法として、

現在もさらなる研究開発を進めています。

国立大学法人化後10年を迎え、平成28年からの第3期中期目標期間においては、

持続的な競争力を持ち、高い付加価値を生み出す大学になることが求められています。

三重大学は、「地域人材育成と若者を地域に止め置く機能、研究成果の地域への還元

と地域の様々な主体となるハブ機能、地域の力の発信」の3つの課題を推進する地方

創生拠点としての役割を果たしていきます。教育と研究を通じて、地方創生・地域の活

性化を推進し、自身の組織改革を実施して機能強化を図るとともに、企業の皆様にもわ

かりやすい体制を整え、共同研究等がスムーズに推進できる体制を構築していきたい

と考えています。また、三重大学は企業との共同研究活動を積極的に推進してきていま

すが、さらに中小企業との共同研究件数（「平成24年度大学等における産学連携等実

施状況について」において、全国第4位）の倍増を第3期中期目標期間の努力目標とい

たしました。企業との共同研究の推進に強い決意を持って臨みたいと思います。

企業との共同研究 地盤改良工法の開発
砕石を使用した新しい地盤改良技術「エコジオ」を開発！！
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地域密着

●名　称 株式会社 尾鍋組
●所在地 〒515-1502 
　　　　 三重県松阪市飯高町宮前321-4
●事業内容
　公共土木事業、地盤改良（エコジオ）事業
●コンセプト
　人々が幸せを感じられる社会づくりに貢献する
●URL  http://onabe.co.jp/

苦心の末に開発された
掘削・締め固め両用のブレード

共同研究の様子

三重大学長　

駒田 美弘

砕石は、EGケーシング内を通り、最下
端から押し出される。

EGケーシングが壁面の崩壊を確実に防止。 砕石だけを確実に締め固めることができるため、計画通りの支
持力、透水性を確保。
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